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第五代熊本市長依田昌号小伝一序文にかえて

熊本市の第五代市長に依田昌弓（しょうけい/まさや，1861-1928）という人が

いた。

「日本の歴代市長」（第３巻）によると，昌今は文久元年（1861）７月13日熊本

県飽託郡本荘村（現熊本市）に生まれた！)。父は熊本県士族依田昌熾（しようし)。

父が江戸話だったので教育は東京で受けた。陸軍士官学校を卒業後＄九州日日新

聞に載った依田の死亡記事2)によると。明治16年12月歩兵少尉に任ぜられ，次い

で陸軍大学校入学，メッケルの教えを受け同21年に卒業した。同23年ドイツに留

学，ベルリン大学で法律を学んだ3〕・同27年帰朝。第２軍参謀として出征，同２８

年陸軍大学校教官に任ぜられ，同34年オーストリア公使館附武官となり，同43年

陸軍少将に昇進同45年４月休暇待命となり，大正２年１月予備役を仰せつけられ

た。その間参謀本部附歩兵第66連隊長，歩兵第36旅団長等を歴補し＄日露戦争に

出征し軍功あり功３級金鶏勲章並びに黙３等旭日中綬章を賜った。

大正４年（1915）１月熊本市長に就任した。（任期は大正４年１月１４日から６

年９月３日まで｡）熊本市役所に登庁したのは１ヵ月後の２月１日であった。当

時の新聞によると依田は市吏員一同を階上の一室に集め次のように就任の挨拶を
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述べた。

「予は一個の武人たるに過ぎず自治行政の

事に至りては何等の経験なく智識とてなし只

多年の経験あり熟達せる市吏員一同の援助に

より市の為めに熱心誠実事に当らんことを期

す云々」（大正４年２月２日付|｢九州日日新

聞｣）W７s

当時の熊本市の状況について「日本の歴代

依田昌今（『日本の歴代市長」）市長」（第３巻）では次のように書かれてい

る。「依田市長が東京から来任した年には，

欧州大戦の影響で物価は下落，政府は景気を回復させようと米価の調整令まで発

した。時あたかも熊本市として最も関心を持たねばならない重大問題が浮上し

た。熊本監獄の移転問題と控訴院の誘致である。監獄は現在の市庁の位置にあっ

て新市街の発展と共に市の中央になったので，当局でも移転の必要を認めていた

ところでもあった。市では監獄移転の跡地へ控訴院の誘致を図ったが，福岡でも

着々と誘致の手を打ったことから，依田市長も先頭に政府要路へ猛運動を展開し

た。が依田市長在任中この問題の決着はみなかった｡」

また当時の依田評に次のように言われた。

「資性素と括淡風姿楓爽として長者の面影あり，性来党同閥異の紛転を好まざ

るが為め，党派的偏見の熾烈なるもの我が熊本の如き紛争地の市長たるに適せん

平。果然氏の声望は今や識者の一斉に推讃する処，殊に水道問題に接触して斡旋

尽痒の功を散めて以来名声一段の重きを加へたり｣4）

在職中は水道問題の解決に努力したが5)，大正６年(1917）９月在任中に辞職し，

東京に居を移した。その後は茶道などを楽しみ，また依田家の系図の作成に従事

した。家系図は昌今が曽祖父昌民の手書と見られる系図を検討して作成したもの

という。昭和３年（1928）９月４日午前零時30分，病気療養中のところ東京小

石川区表町の自邸で亡くなった。享年68・東京新宿区四谷の笹寺（曹洞宗）の依
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田家の墓に葬られた。因みに海軍少将の依田光二は実弟である。

この昌号の叔父に当たるのが本稿の主人公・依田昌言である。

なお，代田家には代々昌の字のつく名前が多いが，これは1550年頃武田家の家

臣であった依田源三郎筑後守が武田晴信の曽祖父信昌の一字昌を拝領し昌種とな

り，その後昌の字を名前に代々使用している。（依田昌直氏の教示による）

生い立ちと呉文聡との出会い

明治期の統計学者で，昌言の友人でもあった呉文聡（1851-1918）が書いた「依

田昌言君小伝｣6)によると，依田昌言は嘉永４年辛亥（1851）12月８日，江戸八

丁堀（日本橋阪本町）の肥後藩邸において生まれた。
いっき

父は細)Ⅱ家の家臣依田逸亀（幼名・太郎助類右衛門昌寿)。昌言の兄弟は男子

４人，女子２人で昌言はその四男で幼名を純蔵い言い末子であった。父は明治

元年８月より12月まで東京府知事附属として東京市中取締隊長，同３年留守中小

姓差し加へられる。同４年廃藩により廃職。明治13年（1880）９月３日没。享

年70．戒名は壽翁誠忠居士。東京四谷の笹寺の依田家の墓に葬られた。兄の昌熾

(しようし）は熊本県士族。明治39年９月20日没（明治過去帳)。前述のごとく依

田昌号及び光この父である。

昌言の幼少期のことは不明である。呉の「依田昌君言小伝｣によると，呉文聡

が依田昌言と知り合ったのは明治10年頃，昌言が小石川の呉の僑居を訪ねたこと

にあるという。その時偶々座に山縣良蔵がいたという。山縣は長州の人だが，上

京し独逸学を修業し，後，呉文聡の統計学協会に入り，傍ら独逸書の翻訳の仕事

をしていた。そして明治18年（1886）に佐々友房に招かれ，熊本済々覺の独語

教員に就任した。彼は実に熊本における最初の独語教師であった。依田昌言と山

縣の出会いが明治10年頃で，それも呉の僑居であったのは興味深い。

この時依田が誰の紹介で呉を訪問したかについては呉は忘れたと言っている

が，「爾来情交益密ニシテ兄弟モ盲ナラザルニ至しり」と語っているいるように

以後二人は親しく交際するようになった。それ以上に昌言にとり呉は生涯の恩人
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と言ってよい。元来彼は人の世話をするのが好きであったようだ。医史学者の富

士川瀞（1865-1940）も次のように証言している。「呉さんは御親切な人で，人を

世話をするのが好きでした。広島県の先輩の中では，呉さんぐらゐ後進の学生を

世話をした人は無い，人の世話は本気になってやられました｣7)｡その恩恵に最も

浴したのが昌言であった思う。

さて，依田は初め大蔵省に勤務し，地租改正の仕事をしていたが，その後広島

県に転任し，それを辞任して上京したのが呉の僑居を訪ねた時だったという（｢依

田昌言君小伝｣)。「君素卜多ク常識ヲ具へ又経済ノ思想二富メルヲ以テ大二意ヲ

統計ノ学説二留ム余ヲ訪問セラレシハ蓋シ統計ノ思想ヲ交換セラレンガ為メナル

ベシ」（同上）と呉は回想している。

内務省統計院時代

依田昌言がいつ大蔵省から内務省へ移った正確な時期は不明だが，明治13年

(1880）のことではなかったか。同年３月発行の『改正官員録』を見ると，内務

省の勧業局に６等属として「熊本依田昌言」の名があるからである。さて，早

くから統計に関心のあった依田はこれより先，東京統計協会に入会した。それに

ついて呉は次のように語っている。「君明治十一年我ガ東京統計協会二入会シ編

纂/員二列シ尽力数年時二余内務省衛生局ニ在り君卜同ジク同省統計課及登記法
くさか

取調係二兼勤セリ課長及係長ハ日下義雄ナリシ当時余ハ君卜府県統計様式ヲ編

製セシガ其ノ成ルヤ君ノカ与ツテ多キー居ル今日二至ルマデ我ガ府県二統計書ア

ルハ全ク此挙二淵源セリ」（｢依田昌言君小伝｣）

『改正官員録』（明治16年）よれば，依田は３等属として内務省統計課の統計院

に勤務しており，上記の呉の言葉と一致している。『改正官員録』（明治17年）で

は，内務省統計院の構成は院長島尾小弥太，１等属相原重政，３等属寺田勇吉，

依田昌言となっている。相原と寺田はともに有力な独逸学者であった。

明治13年（1880）１１月に至り『統計集誌」（東京統計協会事務所）が創刊された。

会長の渡辺洪基はその初号において「願書」と題して次のように述べた。
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今般全志相集リ統計協会卜名クルー社ヲ創立シ広ク世上百般之事件之数二表

スベキモノヲ網羅縮約シーハ公私便益之為メーハ統計之学術研究之為メ社会

事業之考証卜相成候様一目瞭然タル書籍出版仕度候就テハ御発行之報告類ハ

勿論其他御書類中二就キ統計二関係セルモノニテ御差支無之書類ハ下付又ハ

御貸下相願度且御貸下難相成分ハ社員之内出頭謄写之儀御許容被下候様致シ

度本会規則並調査科目相添此旨拝顔候也

世の中の百般の事件を数値にして表し網羅縮約するのは，1つには公私の便益

のためであり，もう１つは統計の学術研究のためである，そして社会事業を考察

するため一目瞭然の書籍にして出版したい，ついては報告書類は勿論，統計に関

する本を出版した場合は寄贈もしくは貸与願いたい，それが困難な場合はこちら

から社員を派遣し許可を得て書き写したいというのである。

そして「現在社員ノ数」として総計56人の名前を列記している。その中には呉

文聡，依田昌言をはじめ，渡辺洪基，加藤政之助，永井久一郎，花房義質，小野梓，

宇川盛三郎，森有礼，箕浦勝人，矢野文雄，杉亨二などの学者や有名人がいた。

果たして『統計集誌』（月刊）には誌名通り様々な統計（表）や統計に関する

記事で占められている。依田は後に，第13号（明治15年９月）の裏表紙を見ると

佐藤佳馬とともに編纂委員になっている。当時の依田の住所は「本郷区森川町一

番地」であった。第28号（明治１６年12月）掲載の「東京統計協会々員姓名録」を

見ると，会員を名誉会員，通常会員，特別会員，終身会員に分け，名誉会員には

井上馨，永井久一郎小松原英太郎，通常会員には島尾小弥太，田中不二麿，山

田顕義，松方正義，特別会員には渡辺洪基，呉文聡，杉亨二,一番多い終身会員

には大熊重信，林菫，原敬らがおり依田もここに属していた。この会員名簿には

住所も記されており，依田は当時「東京下谷区練塀町十四番地」に住んでいた。

さらに同誌第51号（明治18年11月）掲載の「姓名録」では依田の住所は「同神

田区駿河台袋町十二番地」である。とにかく依田は文字通り亡くなるまで東京統

計協会の終身会員であった。なお依田は明治14年に林学協会会員になっている｡8）
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以後，依田は長崎時代を含めて亡くなるまで｢統計集誌』とは密接な関係にあっ

た。彼は統計協会の終身会員と同時に雑誌の報告員でもあった。依田が同誌に発

表した統計表から幾つかを紹介しよう。

前記第28号には依田は「仏国人口及死亡者年齢別」（千八百七十二年調）「伊国人

口及死亡者年齢別」（人口ハー千八百七十一年ノ調査）「英国人死亡歩合」の３種の統

計表を寄稿している。「仏国人口及死亡者年齢別」は，年齢別に人口，死亡者を

男女別及びその合計を記し，それぞれ生存者百人に対する比例（割合）をも示し

ている。「伊国人口及死亡者年齢別」はこれと同じ方式だが男女の別を設けてい

ない。「英国人死亡歩合」は生存者百人に対する1878年と，1848年から72年に至

る25年の中間時点（依田は中数という語を用いている）での年齢別の死亡者の割

合を男女それぞれに分けて表記したものである。これらの統計は勿論ヨーロッパ

の資料に依拠したものであろうが，明治16年（1883）という早い時期に日本に

紹介したのは，当時は西洋諸国のこうした基本的情報が求められいたと考えられ

るので貴重であったろう。

第51号（明治18年11月）には「万国職業表」（壱万分比例）を寄稿している。「附

言」には「此表ハエンゲル氏力普魯士国統計雑誌二褐ケタル者ヲ再ヒオッチンゲ

ル氏力自著ノ風儀統計学ノ中二褐ケタル者ヲ抄録ス」とある。これは欧米12カ国

に関して「食物二係ル業」「衣服二係ル業」など10種の職業に分け，１万人のう

ちどの職種に何人が従事しているかを示した表である。ただし調査した年度（実

験年）は国によって異なり，一定していない。

長崎時代

呉文聡は依田の長崎赴任の経緯と同地での活動について次のように語ってい

る。

日下君ノ長崎県々令夕ルヤ好意ヲ以テ余ヲ同県二伴ハンコトヲ謀ラレシモ余

ハ家二老母ノ在スト家累多キトノ故ヲ以テ之ヲ辞シ同君ニ依田氏ヲ推薦セシ
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ニ君ハ元卜日下君ヲ識ル者ナルヲ以テ議直チニ熟シ乃チ長崎県二赴キテ土木

課長トナリ頗ル公務二尽力セラレタリキ当時長崎市ハ水道布設中ニテ極メテ

難局ナリシモ其紛議今日各地二於ケルガ如ク甚シキニ至ラザリシハ蓋シ日下

君ノ治法宜シキヲ得夕ルー由ルト錐モ抑モ亦君ガ措置公正ニシテ斡旋当ヲ得

タルガ為メナルベシ・・・（｢依田昌言君小伝｣）

くさか

これＩこよると長崎知事に任命された日下義雄（1851-1923）は赴任に際し呉を

連れていこうとしたが，老母がいたのと一家の係累が多いという理由でこれを断

わり，代わりに依田を推薦した。依田と日下は以前から相識であったので話はす

ぐにまとまり，依田は長崎県に赴任し士木課長となり公務に尽力したというので

ある。相識とは，かつて依田にとって日下は内務省統計課の上司であったこと，

それに共に東京統計協会会員であったことなどのこを指しているようだ。日下

の長崎県知事としての任期は明治19年２月25日から22年12月26日までである9)。

従って依田の長崎赴任も明治19年２月頃であったと見てよいわけだ。日下の長崎

県知事としても功績では呉の言葉にもあるように水道事業の完成が主だが，ほか

にも中島川上流中川郷の地に吉野桜千本植えて夜桜の名所にしたり，保健衛生上

の観点から長崎市及びその周辺の土葬の禁止したことも挙げられる｡'0)当然土木

課長の依田は多忙を極めたであろう。そんな中でも彼は『統計集誌」への投稿を

忘れていない。興味ある例として同誌第58号（明治19年６月）に「雑記」欄に載っ

た「長崎港商工業盛衰調査書」を紹介する。前書きに「本書ハ在長崎本会報告員

依田昌吉君ノ寄送二係ル長崎県ノ諮問二対シ長崎商工会二於テ長崎港商工業ノ盛

衰ヲ調査シ同県庁二答へタルモノニシテ維新前後該港貿易ノ大勢ヲ詳論スルモノ

ナリ因テ弦二掲ク」とある。従ってこの調査書は依田自身が作成したものではな

いが，幕末維新期の長崎港商工業の盛衰に興味を抱いた彼が，長崎県の諮問に対

して同地の商工会で調査しまとめた報告を『統計集誌」の編集部に送ったものの

ようである。依田は最初に長崎港の特殊性とこの報告書の目的を簡潔に次のよう

に記している。
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「其レ我長崎港ハ西隅二偏在シ内二都邑ノ連接ナキニヨリ商業ノ盛否ノ如キモ

独り外国貿易ノ消長ニヨラサルハナシ故二本港海關輸出入ノ額ヲ調査シ以テ盛衰

ヲ計ルノ衡量トナスヲ必要ナリトス因テ左二開港以来即安政六年ヨリ明治十八年

二至ルー十七ケ年間本港輸出入元価並收税額ヲ褐ゲ参観ノ資二供ス但シ明治五年

以前輸出入ノ元価ハ調査錯雑ニ渉ル所アルヲ以テ今之ヲ欠ク」

次いで「年次」（安政６年後半年に始まり明治18年で終わっている）「輸出元価」「輸

入元価」「輸出入合計」「収税」「摘要」の項目を設け表示している。そして解説

ではこの表によれば，輸出元価の最多額は明治17年（1884）にあって，輸入のそ

れは同12年にある（これは明治６年の誤記であろう)'1),また収税は安政６年後半

期を倍すれば最多額を占めることになるが，維新以前をしばらく措き以後19年間

では明治18年が最多額であり，輸出入の合計でも同年が最も多いと記している。

興味あるのは「摘要」欄で，慶応２年の「収税約定」をはじめ，例えば「大阪開港」

(明治元年）「一般二銅ノ輸出ヲ許シ又蒸気船ニ限り船用石炭ヲ免税ス」（同２年）

｢佐賀ノ乱台湾ノ役八月ヨリ米ノ輸出輸出ヲ禁ス」（同７年）「元山開港」（同13年）

｢仁川開港」（同16年）などの記載が見られる。この表には明治５年以前の輸出入

の元価とその合計が調査錯雑を理由に空欄になっているのは惜しまれるが，明治

１８年の数値を１千分とした場合各年の割合を示した「長崎港輸出入元価並収税比

較表」が添えられて便利であり，この方面に関心を寄せる研究者には好資料では

あるまいか。

さらに第６9号（明治20年３月）には「長崎県地方税・一八年度精算」なるもの

を寄稿した。これは郡区ごとに地租税・営業税・雑種税及びその合計と戸数割を

表示したもので，明治12年から17年度については合計のみを記している。参考と

して地租割（1円に付）戸数別（１戸に付）の課税額を添えている。

ところで依田は長崎にいること数年にして研或る日書を呉に寄越して，自分は

仕事を辞めて晩学ながら子供たちに伍して独逸学を学びたいと思うが，それにつ

いて貴殿の意見を聞きたいと書いてきた。

(8)



｢国家経済論』（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（175）－４５－

君長崎二在ルコト数年一日余二書ヲ寄セ謀テ曰ク余ハ不日官ヲ辞シ晩学ナガ

ラ小児等卜伍シ独逸学ヲ修メント欲ス依テ先ツ子ガ意見ヲ問フト余乃チ答ヘ

テ曰ク少年ノ修学ハ必用ナレドモ君ノムロキ学識ヲ具へ且ツ経験二富メル者ニ

シテ更二少年二伍シテ洋学ヲ修メントスルハ決シテ其利アルヲ見ズ人ノ学ブ

ハ固卜処世ノ必用ヨリ起ルモノナレバ已二世二立チ事ヲ行フニ不足ナクシテ

独り其/識見ヲ広メントスルニ在ラバ翻訳書ヲ読マバ足ルベク何ゾ必ラズシ

モ独逸学ヲ修ムルヲ須ヒンヤ祝ンヤ君ニシテ其ノ学成り十年ノ後今日二倍ス

ル収入ヲ得又其ノ位地ヲ進メント欲セバ是レ大ナル誤ナリ宜シク修学/念ヲ

絶チ今ノ地位ヨリ一転シテ官途ノ進歩ヲ謀ラルベシ・・・（｢依田昌言君小

伝｣）

こうやって呉は依田に対して，君のように学識を備え，経験豊富な者が今さら

少年たちに混じって独逸学を学ぶことは利益にならない，と述べ思いとどまるよ

うに諭した。翻訳書を読めば十分ではないかと。それに対して依田は前説を保持

して屈せず，さらに次のように呉に書を寄せ真意を伝えた。「依田昌言君小伝」

からそれを紹介しよう。

退身就学ノ件二付懇到ノ御書並二某氏へ御問合ノ御返書御示シ被下鳴謝ノ事

二御座候御高説二対シ小生ガ真意/在ル所左二細述仕候

小生ガ真意ハ十年ノ後二学者トシテ社会二立チ若クハ其学ビ得タル所ヲ以テ

巨多ノ収入ヲ攪マントノ意ニアラズ員君ハ無暗二小生二向テ才学々々卜御

賞メ被成候へドモ小生ガ真ノ地金ハ過日申述タル通二相違ナク依テ自家ノ

将来ヲ盧ルト同時二自家ノ無学二恩上当り今度ノ考ヲ起シタル訳ニテ今仮

二生レナガラ髭モ生へ頭モ禿ゲ日本語ヲ話シ日本文ヲ知り僅ナレドモ独逸

文ヲモカジリ御負ケニ妻ヲモ持テルーノ小児否大児ガ明治二十一年二日本ノ

或ルーケ年二三百円ノ収入アル空家二天ヨリ降リタリト定メ此奴ノ生立ヲ計

ルノ訳二有之候然ルー此奴前二述べタル如ク専攻ノ学問トテハ更二無之ニヨ

(9)



－４６－（176）熊本学園大学論集「総合科学』第16巻第２号（通巻32号）

リ其性ノ近キ所二従上生活ノ道ヲ求メントスルニ心胆小ニシテ英雄タル能ハ

ズ筋力弱ニシテ農業者タル能ハズ意匠迂ニシテエ業者タル能ハズ才智鈍ニシ

テ商業者タル能ハズ本人ノ意思ヲﾛﾛﾃ其望ヲ間クニ生ナガラ髭生へ頭禿タル

変生者ニシテ其生存ノ年月固ヨリ十年ヲ期ス可カラザルモ明治ノ昭代二生し

幸二二三百円ノ収入ヲ充テニ気永二独逸ノ普通学ヲ修メ尚余命アレバー専門

ノ学ヲ修メ度シト云う尤モ此修学ノ年間二二三百円ノ収入ノ道ヲ閉塞セバ夫

妻共同シテ生活ノ道ヲ立ルカ若クハ髭小児ノ前身二立返り何レノ途ニモ学問

ノ継続ヲ企ツルノ見込ナリ而シテ此見込夕ルヤ此髭小児ガ再生前二収得スル

七十五円ノ月給ヲ十年ノ後ニハニ百円三百円若クハ五百円卜其増加ヲ熱心セ

シヨリ来ルニアラズ飽食暖衣無為二一生ヲ了ルハ如何ニモ残念ナリト云意義

ヨリ来ルナリ貴君ノ如キハー方ニハ英学ノ後盾アリテ斯学ヲ講ズルノ方便ヲ

得一方ニハ数年来ノ経験卜信用トヲ得此/両者ヲ握テ統計学ノ社会二立テル

モノナレバ位地ハ低キモ心卑シカラズトシテ安心セラルルモ御尤ノ次第ナリ

然しドモ髭小児ノ前身ハ学理ヲ講ズルニ便スル外国学ノ助ケナク従テ其経験

卜信用トハ至テ薄弱ナルモノナリ且ツヤ前身ノ位地ヨリシテ深ク将来ヲ慮レ

ハ此ノ儘ニテ此長崎ニ在ルハ永クモ三年ヲ出デザル可ク其期二至り再ビ東京

二帰り幸ニシテ髭小児ガ前身ノ時代二束京二在リシ職務位二就クコトヲ得ン

乎世渡リハ其ニテ付クモノノ唯餓ヘズ寒ヘズト云う迄ニテ十年ヲ過グルモ

ニ十年ヲ経ルモー身ノ価値ニハ大ナル増減ハアラザルナリ以上述ブルガ如キ

意味ヨリシテ再生説即退身就学説ヲ起シタル訳二有之候間能々御玩味ノ上尚

ホ御高説御示シ被下度候草々敬復

八月五日依田

この頃依田は既に30半

にもかかわらず年少の

これを書いたのは明治21年頃のことと推定されるので，

を過ぎており，自ら認めるように確かに晩学であった。ばを過ぎており，自ら認めるように確かに晩学であった。にもかかわらず年少の

者に混じってこれから独逸学を学ぼうとするからには相当の理由と決意がなけれ

ばならない。それを上記の手紙の中で依田は呉に対してつぶさに語っている。大

(１０）



『国家経済論」（Ｇ・シェーンベルク）訳者依田昌言（177）－４７－

意を紹介しよう。

「私の真意は10年後に学者として社会で活躍することでもなく，学び得たもの

で多くの収入を獲得することでもない。貴殿はしきりに小生の才学をほめるが，

自分の将来を考え，同時に自分の無学に思い当たればこそ今度の考えに至った。

僅かながら独逸文をかじっているが髭を生やし，頭は禿げ，それに妻もいる小児

いや大児の自分は明治21年には１年に２，３百円の空き家を借りて生計を立てる

ことになる。だが自分には前述のように専攻の学問はないので，性格に近いと

ころに従って生活の道を求めようとしても小心者で英雄にはなれず，筋力が弱く

て農業者にはなれない，デザインに迂遠で工業者になれない，また才知に鈍く

商業者になれない。そこで自分の意志と希望を自分に問いただしてみたところ，

自分は髭生やし頭禿げた変わり者であり，いつまで生きるか分からないが幸い

２，３百円の収入を充て気長に独逸の普通学を修め，余命があれば１専門の学を

修めたいということが分かった。修学の間年間２，３百円の収入が途絶えたら夫

婦共稼ぎをするかまたは前の仕事に戻るかだが，学問は継続するつもりでいる。

とにかく飽食暖衣無為に一生を送るのはいかにも残念だからである。貴殿には英

学の後ろ盾があり，それを講じる方便があり，一方には数年余の経験と信用があ

り，両者を併せて統計学の世界で生きており，たとえ地位は低くても心は卑しか

らずと安心していられのは尤もだ。だがこれまで自分には学理を講ずる上で便利

な外国学の助けがなく，そのためにその経験と信用は至って薄弱であり，かつ将

来のことを考えればこのまま長崎には永くても３年以上は居られない。その時期

が来て再び帰京して運よく前の仕事に就けたとしてもそれは飢えしのぎ，寒さを

防ぐ程度のことで，１０年経ても，２０年経ても自分の価値に大して増減はない｡」

これを読んだ呉は，「鳴呼君ガ心事何ゾ公明正大ナルヤ君ハ利害損益/為二学

ヲ修ムル者ニアラズシテ孔夫子ノ所謂己ノ為メニ学バントスル者ナリ余君ノ心ヲ

敬重シ尚其書ヲ保存ス」（｢依田昌言君小伝｣）と記している。

さて，明治23年(1890)その呉文聡が衆議院議員候補となった時，依田は島田三

郎らと推薦人となった。そして次のような推薦文を書いた'2)。

(11）



－４８－（178）熊本学園大学論集『総合科学』第16巻第２号（通巻32号）

既二官職ノ肩書ナク又学士ノ肩書ナシ而シテ傲然学士ノ間二屹立シー幟ヲ翻

シ来ル者は誰ソ友人呉文聡君是ナリ君才学アリテ言論ヲ善クス殊二統計学/

理論卜応用トー富メルニ至テハ蓋今日全国中君ヲ措テ他二其人アルヲ知ラス

君カー肩書ヲ有セス傲然学士ノ間二屹立スル所以ノモノ実二之力為メノミ是

レ余力天地二誓上之ヲ証スルモ敢テ辞セサル所ナリ

明治廿三年三月廿一日友人依田昌言謹識

これは時期から判断して，依田が東京に戻り，独逸学協会学校に入学する直前

に書かれたものと思われる。短いものだが依田の呉文聡観がはっきりと述べられ

ていて興味深い。

独逸学協会学校に入学

依田が長崎を去って帰京した正確な時期は必ずしもハッキリしない。『統計集

誌』第76号（明治20年12月）に「東京統計協会々員姓名録」（明治二十年十二月

現在）が掲載されており，それによると終身会員の依田の住所は「長崎県西彼杵

郡下長崎村五百五十三番戸」となっている。従って依田の上京の時期は明治21年

～22年頃のことと推定してよかろう。それも上に見たように依田は呉宛ての手紙

で長崎に３年以上は居たくないと言っているので，明治１９年２月に長崎に赴任し

ていることを考えると，明治22年の前半にはもう東京に戻っていたと思われる。

さて，後述するように依田が独逸学協会学校の生徒として「独逸講文会」に入

会するのは明治23年４月30日であるので，既にその時点で独協生徒であったこと

になる。一方，同窓会名簿（『独逸学協会学校五十年史｣）によれば，依田は明治

28年に独逸学協会学校の専修科を卒業している。在学期間については「依田昌言

君小伝」には「苦学五年」とあるが，平田東助は次に引用する『国家経済論」に

寄せた序文において「七,八年」と書いていて暖昧である。筆者はむしろその中

間の６年ではなかったかと考える。というのは明治25年10月発行の『校友会雑誌』

第２号（『燭協学園史資料集成Ｌの「雑報」欄に「故野田松太郎先生建碑義損

(12）



｢国家経済論』（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（179）－４９－

金の内訳」という記事があり（依田は建碑委員であった)，「普通科二級後期」生

として依田の名があるからである。当時独逸学協会学校は普通科５年，専修科２

年から成り，卒業までに計７年を要した。「普通科二級」というのは普通科の４

年次に相当する。これらを総合して考えると，入学に際して依田は普通科の２年

次ないし３年に編入されたものと推定される。これは，「僅カナレドモ独逸文ヲ

モカジリ」と呉宛の手紙で書いていたように入学以前に少し独語を学んでいたの

と，年齢が考慮された結果であろう。

依田は独逸学協会学校に入学するするに際して平田東助（1849-1925）を訪問

し，紹介を頼んだ。平田は独逸学協会（明治14年設立）の中心メンバーの１人で，

この頃はその委員長であり学校運営にも影響力があった人物だ。平田は『国家経

済論』に寄せた序文において次のように語っている。

「依田昌言氏嘗テ職ヲ長崎県二奉ス偶々感スル所アリ職ヲ辞シテ京二帰ルー日

来余ヲ訪テ曰僕齢已二四十二近ク日暮し路遠シ然しドモ発'憤以テ経済ノ学ヲ修メ

柳力盛世ノ徳沢二酬ヒント欲ス君請う独逸学協会学校二入ルノ紹介ヲ為セト余大

二其志ヲ嘉シ氏ヲ介シテ同校二入ラシム」

この時依田の２年次または３年次編入が決まったかも知れない。それはともか

く，このようにして独逸学協会学校に入学した依田は年少者に混じって熱心に勉

強したようだ。

「君ノ京二帰り独逸学協会学校二通学スルヤ背嚢ヲ負上少年卜伍ス知ラザル者

ハ或ハ之ヲⅡ豈笑ス君固ヨリ意二介セズ」（｢依田昌言君小伝｣)。

「是二於テ氏始テ独逸学ヲ研習シ孜々倦マサルモノ七八年専修科ノ業ヲ卒フル

二至しり予ハ実二氏ノ壮強ノ歳ヲ過キテ少年子弟二伍シ寒ヲ凌キ炎ヲ冒シ燭ヲ以

テ？二継キ竜二能クー科ヲ修得シ其忍耐勤勉人二過クルヲ激賞セスンハアラサル

ナリ」（平田『国家経済論」序文）

これらの証言から依田が独語の勉強に打ち込んでいた様子が窺われるのであ

る。

普通科では語学に重点を置き文法，読本のほかに地理や歴史の科目もあり，

(13）



－５０－（180）熊本学園大学論集「総合科学」第16巻第２号（通巻32号）

ヘーリング（OHering),シュピンナー(Spinner)，エーマン(PEhmann)が担当

した。他日専修科に進学したときにドイツ語による講義に習熟できるようにし

た。

だが初期の独協教育において注目すべきなのはこの専修科であった。自身も同

科の卒業生であった中村健一郎は次のように述べている。

「専修科は専ら法律経済の学を授くる所であったが，是又独乙人の教官之を担

当し，独語を以て講義をした。（略）当時の機運が大に独乙の制度を収容せんと

しる時代であったから，先づ独乙の行政機関立法制度などを熟知する人物を養成

せんとの目的に出でたもので行政官や司法官の試補を造るの心組であったのであ

る。然して此当時は帝国大学にも；まだ独法科の設置なき時代で，専ら我校の施

設で刺激せられ，後には独法科の設置を見るに至ったものである｡｣'3）

専修科を担当した教師には初めの３年間はゲオルグ・ミヒヤリス博士

(Ｄｒ・GeorgMichaelis)，フェリックス・デリュブリックク博士（DrFelix

DelbrUck)，エルンスト・デリュブリックク博士（DrErnstDelbrUck)，次の３

年間は地方裁判所判事シュミット・レーンホルム（LandgerichtsratDr・Schmidt

L6nholm)，オトフリート・ニッポルト博士（DrOtfriedNippoldt)，ヨハネス・

ヴェルニッケ博士（DrJohannesWernicke）の３氏であった。日本人教師には

日本法制史の箕輪醇，日本刑法の飯田宏作，日本刑事訴訟法の応当融，日本民法

の寺尾亨，磯部四郎，川目亨一,そして明治25年１０月から草鹿丁卯次郎も専修科

の教師になった'4)｡草鹿はドイツ留学中に博士号を取得し，帰国したばかりの新

進のドイツ学者であった。これらの教師が入れ替わり立ち替わり法律や政治学，

経済学のドイツ語の教材を用い講義するのであるから，生徒たちは鍛えられドイ

ツ語の勉強で明け暮れたであろう。

独逸講文会について

独逸講文会は明治20年代から30年代の初めまでのドイツ文学熱を物語るもの

として興味深い。これは当時の第一高等中学校（のち第一高等学校)，学習院，

(14）



｢国家経済論』（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（181）－５１－

独逸学協会学校，及び後年には東京外国語学校の独語教員たちの共同事業で

あって，講本（AuswahlausdemdeutschenKlassikernalsGrundlagefUr

VorlesungeninDoitsu-Kobun-Kwai）＜ドイツ講文会における講義の基礎と

しての独逸古典派選集の意＞というドイツ文学の名作の抜粋を綴じた小冊子を用

いて毎週一回講義したのである。現在その講本の合本三巻（全12冊のうち10冊）

が国立国会図書館に所蔵されており'5),奥付によると，第１冊は明治24年10月に

発行され，最後の第１２冊は明治35年９月に発行されている。依田は明治23年４

月30日付で入会した'6)。そればかりでなく，講本の最初の２冊の編纂を担当し発

行人になっている。その後は大野豊太がその任に当たった。２人とも熊本県人で

あった。大野は後年酒竹と号し俳書蒐集家として有名になるが，この頃は第一高

等中学校生徒でドイツ文学に熱中していた。講本の内容は全体を韻文（Poesie）

と散文（Prosa）に分け，さらに韻文を詩歌（Gedichte）と劇詩（Ｄramen）に

分けて収録している。講師には大村仁太郎，吉田謙次郎，山口小太郎，谷口秀太

郎，Ｐ・エーマン，平塚定二郎，水野繁太郎，藤代禎輔など当時の有力な独逸学

者が揃っていた。

さらに明治25年４月には同窓会の機関誌として『校友会雑誌』が創刊され，依

田は発行者となり世話をした｡'7）

日本鉄道会社へ入社

依田は明治28年（1895）独逸学協会学校専修科の第八回生として卒業した。専

修科最後の卒業生であった。この時一緒に専修科を卒業した人に後年外交官とし

て外務省一等書記官となった上田仙太郎，熊本薬専ドイツ語教授の上田茂次郎が

いる。両人とも熊本県人である。ほかに熊本陸軍幼年学校助教授を長く務めた松

島誠明や，独逸学協会学校教員となった斎田郁士もいる。いずれにせよ専修科を

卒業していることは，その時点で依田の独語の学力は相当高度に達していたと見

てよい。

依田は卒業後，「依田昌言君小伝」によると，再び内務省に奉職し，後に日本

(15）
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鉄道会社に入りいずれも統計の仕事に従事したという。だが，依田は既にこの頃

健康を害していたようだ。「病ヲ心臓二得テ行動常ノカロクナルヲ得ズ為メニ其/

学ブ所ヲ行フコトヲ得ザルヲ以テ憾卜ナス而カモ誉テー日モ其ノ職責ヲ怠ラズ｣。

とにかく依田は鉄道会社に通勤する以外は病気ながらも寸暇を惜しんで翻訳の仕

事に従事していたと想像される。そしてそれは亡くなるまで続くことになったよ

うであるる。

『国家経済論」の出版

日本鉄道会社に入社後２年経って，Ｇ・シューンベルク原著依田昌言訳『国家

経済論』が明治30年（1897）５月，博文館より刊行された。全１冊，洋装大判。

定価20銭。本文120ページ。表紙には「独乙チュービンゲン大学国家学教授プロフェッ

ソルソオルドクトルグスターフ，シェーンベルヒ箸」「ドクトルヒロソヒエ

草鹿丁卯次郎閲」「依田昌言課」と書かれている。ほかに巻頭に枢密院書記官

長平田東助による序文（タイトルなし)，次に依田自身による「国家経済論序」

がある。

明治30年６月４日付の東京朝日新聞には次のような広告文が載った。

「独乙チュービンゲン大学教授ドクトルシューンベルヒ氏は近世欧羅巴有数

の碩学にして，其国家学は世界に於ける斯学の泰斗と称せらる就中氏の国家経済

学は，最も得意の述作にして盛んに欧米に行はる。依田昌言君之を訳して公にす。

本書は国家の組織諸機関の性質より財政産業の関係に至る迄，詳悉論究して洩す

なし｡」

法制学者で独逸学者でもあった平田東助（当時枢密院書記官長）の序文は本書

刊行の由来と意義ついて簡潔に伝えている。

国民ノ康福安寧ハ独り法制ノ完備ニ在ラスシテ経済/発達之二伴うモノ無ル

ヘカラス故二法制縦上完備ナルモ経済ニシテ発達セサルトキハ国家ノ康福安

寧得テ望ムヘカラサルナリ（中略）氏（依田）頃日シェーンベルヒ経済論ヲ

(16）
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訳シ之ヲ公ニセントス佐久間貞一氏亦其書ノ有益ニシテ且ツ依田氏ノ篤志ナ

ルニ感シ自ラ斡旋シテ之ヲ梓二上セント願う二我邦維新以来已二三十年百般

ノ制度鞘備ハレリト雌モ独り経済二至リテハ其発達未夕相伴ハサルモノアリ

條約ノ改正殆卜竣ルヲ告ケー国ヲ拳ケテ世界ノ競争場裏二入ラントスルニ方

テ国運ノ隆替ハ特二経済ノ振作如何二由ラスンハアラス二氏ノ挙蓋シ此二感

スル所アル歎因テー言ヲ書シ序二代フト云爾

明治三十年四月平田東助識

国民の幸福安寧は法制さえ完備しておれば得られるのではなく，経済鰯発達が

伴っていなけ就ぱならないと考える平田によれ1ｉｆ依田が訳した『国家経済論』

は大変有益であるという。さらに活版印刷業の先駆者で，労働運動のよき理解

者としても知られた佐久間貞一（1848-1898）は依田の仕事を高く評価し，出版

の斡旋をしたというのは注目される。佐久間は明治31年11月に他界しているの

で，翻訳中からその価値に気づいていたことになる。

依田は「国家経済論序」の冒頭において，「斉しく是経済の学を講し，斉しく

是貨物の生産、分配及消費を論し，而して其所説の主義同しからさる所以のもの

は他なし其目的とする利益を異にする所あるに因る,」とし，プロイセン政府の

枢密顧問官兼ベルリン統計局委員フォン・シェール18】よる経済学における保守，

改良及び革命の３学派の区別について次のように解説する。

保守派（自由的政治経済学と称し，且つ抽象的に個人的方向を固執する国民経

済学と称せられる｡）は主としてスミス主義の意見を採り，専ら個人的自由に力

を用い，この方面における進歩を全般的に十分にすれば,全体の安寧を発展させ，

且つこれを保持することが可能であると考える。この派の極端な論者はマンチェ

スター派と呼ばれ，経済的事物に関して政府の行為を強化する傾向を社会主義と

して禁制する。マンチェスター派の名の下に集まったのは自由放任主義の党派，

保護税の敵対者，及び政治的，国家的利益よりも経済的利益を優先する連中であ

る。英国においてはスチュアートミル以前の経済学者並びにミル以後において

【１７】
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｢国家経済論』奥付

もコブデンやブライトの如き政治家は皆この派に属する。ドイツにおいてもベー

メルトマックス・ヴィイルトの如きは同じく自由放任の極端論者だ。然るに改

良派は空理に走るスミス派に反対し，人民の各階級の利害の衝突は調整し，貧窮

の下層階級は上進させ，社会の不平等はその程度を少なくし，貨物の生産に際し

てはその分配に注意し，個人の自由を進捗させると同時に公共経済の進捗を図り

道義的思想を盛んにすることを目的とする。この改良派は所謂道義的歴史派であ

り多くドイツの学者によって唱導されている。その第一は保守派を攻撃し，国家

的経済制を唱導したフリードリヒ・リストであった。次いでＫ・Ｈラウ，Ｆ・

ヘルマンが現れたが，２人は主義はまだスミス主義の範囲を脱しきれていないが，

その所説は新機軸を開いたものが少なくなく，その後ローレンツ・フォン・スタ

(18）



『国家経済論」（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（185）－５５－

イン，ヴィルヘルム・ロッシェル，ブルノ・ヒルデブラント及びカール・クニー

スの４人はそれぞれ特色を有し，所説も異なるがその主義は共に歴史派であって

則ち改良派の先輩と言える。改良派はこの４人を待って初めてその体制が完成し

た。現今ではドイツのアルベルト・セツフレ，アドルフ・ワグナー，グスターフ・

シェーンベルク，グスターフ・シュモーラー，イタリーのコッサ，英国のレスリー

イングラム，ベルギーのド・ラヴレーなどはこの派に属する。そして革命派はス

ミス派の絶対的個人主義に対して絶対的社会主義を樹立しようとするもので，こ

の派は個人主義を以て冨者を利益し，貧者を陥摺するのは邪説であり，この邪説

を排斥して貧者を保護するのは自分たち責任だとする。そして共同経済を起こし

て論議するが，その絶対的世界主義に至ってはスミス派と選ぶところがない。

そして日本における経済学の保守派と改良派の受容について次のように指摘し

ている。

然り而して窃に我国人が学ふ所の経済学の主義を案するに蓋保守派は十中の

九にして改良派は其一に居る，斯く保守派の我国に多数にして改良派の我国

に少数なる所以のものは本と斯学の我国の未た発達せさる微証なりと云と錐

一は保守派は英国に最も多く流行する学派にして改良派は欧州大陸殊に独逸

国に多く流行する学派なるに我国人は英国語を解する者は比較的に多数なる

も独逸語を解する者は医学者の外は比較的少数なるか為めに因るものにして

従て経済書の訳述も亦保守派に係るものは原論に理論に見る可きもの少から

さるも改良派に係るもはこ三の各論に捗れるもの＞外見る可きもの多から

ず，故に今の時に方り改良派に係る経済書にして原論又は理論に渉れるも

の上訳述を努むるは我輩経済学を講究せむとする者の当に勉む可き急務なり

と信す，本書は改良派の大家なるグスターフ，シェーンベルヒの著作にして

国家経済の本体を詳論して余穂なく頗る好個の著作なりと思惟するを以て自

己の非才浅学を顧みす今之を反訳して世に公にす，余と同感の士幸に此書を

(19）



－５６－（186）熊本学園大学論集「総合科学』第16巻第２号（通巻32号）

伝調し国家経済の本体を理解すると同時に道義的歴史派の主義を会得するの

一助とならは余は分外の栄を荷ふものと謂ふくし

こう述べて依田は改良派の経済学書を翻訳して日本に紹介することは経済学者

の急務であるとし，改良派の大家であるシェーンベルクの本書は国家経済の本質

を詳論して余すところのない好著なので浅学非才を顧みず翻訳したのだという。

これにより翻訳意図は明かである。

原著について

訳書には原著の特定に関する情報は見られない。国会図書館蔵にシェーンベル

ク編『Handbuchderpolitischenoekonomiej（３巻)の第１巻にシェーンベ

ルク箸「DieVolkswirtschaftslehre」が収録されている。『国家経済論」と同じ

３章立てで（各章内の項目数は異なっている)，各章タイトルんの意味はほぼ一

致している。両者の目次を比較してみよう。まず『国家経済論』の目次は次の通

りである。

第一国家経済の本体

緒言

一経済的行為

二経済及其種類

三国家経済

第二国家経済の歴史に於ける経済階級

一一般の階級

二国家経済的生産の状態に従へる経済階級

三交換の状態に従へる経済階級

第三近世国家経済論

一一般の`性質

１
１
２
週
Ⅳ
妬
邨
別
内
閲
妬

(20）
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二経済的自由

三道義及国家経済

四国家及国家経済

８９

１０４

１０８

一方，原著の目次は下記のようになっている。ここでは依田が底本として用いた

可能性が高い第３版（1890/91）の方を紹介する。

LDieVolkswirtschatslehre VonGv・Sch6nberg

Seite

I・DasWesenderVolkswirtschaft……･…･…………………………･…l

EinleitungLDiewirtschaftlicheThatigkeit2、DieWirtschaftundihre

Arten8、DieVolkswirtschaftll.(WesenimAllgemenenll、Besondere

Merkmalel5.）

ⅡDieWirtschaftsstufeninderGeschichtederVolkswirtschaft…２７．

ＤｉｅＳｔｕｆｅｎｉｍＡｌｌｇｅｍｅｉｎｅｎ２７・DieWirtschaftsstufennachdem

ZustandedervolkswirtschaftlichenProdukution29.(DasJagervolk

２９．ＤａｓＦｉｓｃｈｅｒｖｏｌｋ３ＬＤａｓＨｉｒｔｅｎ＝ｏｄｅｒＮｏｍａｄｅｎｖｏｌｋ３２・Das

seBhaftereineAckerbauvolk35DasGewerbe＝ｕｎｄHandelsvolk38

Daslndustrievolk42.）DieWirtschaftsstufennachdemZustandedes

Tauschverkehrs43（DieNaturalwirtschaft44・DieGeldwirtschaft45

DieKreditwirtschaft45.）

Ⅲ、DiemoderneVolkswirtschaft……………………..………………･…４７

CharakterimAllgemeinen47・DiewirtschaftlicheFreiheit49、Die

EthikunddieVolkswirtschaft56．DerStaatunddieVolkswirtschaft

５８．

これから見て『国家経済論』は原著の全訳であったことが分かる。ここで第一

(21）
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章｢国家経済の本体｣(DasWesenderVolkswirtschaft)より「緒言｣(Einleitung）

の冒頭について訳文と原文を比較してみよう。

第一章経済的生活界は人間の歴史中に於て大にして且要素多き彊域の其一

なり，而して経済的生活界は国民生活界の要部を形成し且古今に通し各生活

界の全般の状態を見はし各国々民の開化的進歩の基礎たるものなり，経済的

生活界の最後且最高の目的は道義的世務を常に一個人及国民に尽さしむる方

法となるに在り，此目的は各国民より甚た区々の程度又は範囲に於て既に達

せられ若くは将来に達せらる可きものなり，経済的生活界の歴史は時代と土

地に従て大に其趣を異にし上下の階級に分れ復再ひ鶏多の階級に分る，斯の

如きは経済的生活界か人間の外部を囲続する天然の不可動的関係及純然たる

天則の影響を常に其時々の状態に被るに因ると錐元来経済的生活界は人間の

責任とす可き社会的一現象，即人間の行為の－結果にして其間断なき改良，

其全体の安寧幸福を目的とする最良の形成は実に各国民の重要なる任務に属

せり，此任務は経済的地位の上進と人口の多数とに従て益々其難を感するも

のとす，而して其難を感するの極，此問題を解かむか為めに独立なる－科学

を創設するに至れり，此科学は比較的遅く始めて近世に於て其必要を生し政

治経済学として全然独立の科学となりしは近く十九世紀の終に在り，此科学

は数多の沿革を経たり，而して其最も大なるものは最近世の沿革にして其功

は独り独逸の学者のみに帰す可らすと錐然れとも与りて力ありし者は重に独

逸の学者なりとす，

§LDaswirtschaftlicheLebenisteinesdergroBenelementalen

GebieteinderGeschichtederMenschheit、Esbildeteinenwesentli-

chenBestandteiljedesVolkslebens,bedingtzuallenZeitendenGesa-

mtzustanddesselbenistdieBasisdesKulturfortschrittsderV61ker・

Seinletzter，h6chsterZweckiststets，denEinzelnenunddenV61kern

einMiｔｔｅｌｚｕｒＥｒｆＵｌｌｕｎｇｄｅｒｓｉｔｔｌｉｃｈｅｎＬebensaufgabenzuwerden，
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ａｂｅｒｄｉｅｓｅｒＺｗｅｃｋｗｕｒｄｅｕｎｄｗｉｒｄｂｅｉdeneinzelnenV61keminsehr

verschｉｅｄｅｎｅｍＧｒａｄｕｎｄＵｍｆａｎｇｅｒｒｅｉｃｈｔ・SeineGeschichtezeigt

groBeUnterschiedenachZeitundRaum，niedereundh6hereStufen

undbeideｉｎｖｉｅｌｅｎＡｂｓｔｕｆｕｎｇｅｎｕｎｄＳｃｈａｔｔｉｅｒｕｎｇｅｎ，Ｅｓｉｓｔ，wie

sehrauchimmerunabanderlicheVerhaltniｓｓｅｄｅｒヨuDerenNaturund

remeNELturgesetzeseinejeweiligenZustandebeeinflussenmogen，

ｅｉｎPrcduktmenschlicherHandlungen，einsocialesGebildafiirdas

dieMenschenverantwortlichsindundseinesteteBesseung，ｓｅｉｎｅ

ｆｄｒｄａｓＷｏｈｌｕｎｄＧｅｄｅｉｈｅｎｄｅｓＧanzenbesteGestaltungisemeder

wichtigstenAufgabenderVClker，DiesBAufgabewirdschwieriger，

jehOherdieWirtschaftsstufeundjｅｇｒＣＢｅｒｄａｓＶｏｌｋｉｓｔ､Siewurde

einesoschwierige，daBzuihrerLGsungaucheigeneeineselbstan-

digeWissenschaftsichherausbildete、DasBedUrfnisnachderselben

istverhaltnismaBigspat,ｅｒｓｔｉｎｄｅｒＮｅuzeit,aufgetreten，selbstﾖndige

WissenschatvvurdediePolitischeOekonomieerstimletzenDritteldes

vorigenJahrhunderts，DieseWissenschafthatverschiedenePhasen，

mancheWandlungendurchgemacht，DiewichtigsteihrerWandlun-

genisdiederneuestenZeit,dienichtalleinaberdochvorzugsweise

deutschBrGsistesarbeitzuverdankenisL

明治時代の訳文ではあり漢語が多く，現代から見れば決して滑らかな日本語と

は言えないが，ドイツ語の原文の意味を正確に伝えながら，それにとらわれるこ

となく言葉を補い意訳したりするなどの工夫も見られる。ただ引用文に見られる

ように句点がない（依田は句点を大きな段落の場合にのみ用いている。句点が少

ないのはこの時代の特徴だ)。こうした点はあるが，全体としていい訳文と言っ

て良いと思う。晩学とはいえドイツ語を熱心に勉強した賜物だろう。
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原著者シェーンベルク（上）について

グスタフ・フリードリッヒ・フォン・シェーンベルク（GustavFriedrich

vonSch6nberg）は1839年７月２１日，ドイツ・ポンメルン州シュテッチン市（現

ポーランド領）において大工棟梁・建設業者の息子として生まれた。1857年郷

里でAbiturを取得し，次いでボン，ベルリン各大学で法律学と国家学を学んだ。

1860年に法学博士の学位を取得。学位論文（Dissertation）は親友のラッサール

(FerdinandLassalle，1825-64）に捧げられた。1865年にプロイセン裁判所の

裁判官に任命された。その後ルドルフ・フォン・グナイスト（Rudolfv・Gneist，

1816-95）に勧められて，将来大学教員になる目的で国民経済学の勉強を続けた。

普填戦争に従軍後，ベルリン大学において教授資格を取得しないまま1867年から

］

……鍼憤…プ…`"
／

①②

Ｇ・シエーンベルグ肖像（いずれもチユーピンゲン大学図書館提供)１９）
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｢国家経済論』（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（191）－６１－

上部シュレージエンのプロスカウ（Proskau）農学校の国民経済学と農事法の正

教授を務めた。同年ハレ大学より哲学博士の学位を贈られた。1869/7Oバーゼル

大学の国民経済学と統計学の正教授，次いで70年から73年までフライブルク大学

の財政学の正教授となった。1871年の大学就任演説「労働基準局，ドイツ帝国

の課題」（Arbeitsamter,EineAufgabedesdeutschenReiches)のために激し

く攻撃された。この時ハインリッヒ・ベルンハルト・オッペンハイム(Heinrich

Bernhard○ppenheim，1819-80)は「講壇社会主義」（Kathedersozialismus）

という用語を創り出した。1873年から1908年までチュービンゲン大学の国民経

済学の正教授であった。この間1885/86には学長を務め，またチュービンゲン

市議会員，同市の各種団体の会員として実際的活動も熱心に行った。『ドイツ帝

国の社会政策』（DieSozialpolitikdesdeutschenReiches，1886)は彼の思想

をまとめたもので，労働者保護法の拡充，最高労働時間の導入，自助努力の国家

による支援，自由と平等の原理に基づく国家政策の方向付けなどを訴えた。著作

にはほかに次のものがある。

ZurwirtschaftlichenBedeutungdesZunftwesensimMittelalter.(1868）

DieLandwirtschaftderGegenwartunddasGenossenschaftsprincip(1869）

DieFrauenfragen(1872）

Diesittlich-religi6seBedeutungdersocialenFrage（1876,21877）

DieFinanzverhaltnissederStadtBaselimxiv､undxvJahrhundert(1879）

HandbuchderPolitischenOekonomie(２Bde.，1882；３Bde.,21885/86,

31890/91,41896/98）〈共著〉

シェーンベルクはドイツの経済学者としては新歴史学派に属し，科学の目標は

社会改良にあるとした。1907年12月７日，チュービンゲン市の名誉市民に挙げ

られた。彼は1908年１月３日同地にて69才で死去した。現在チュービンゲン市

営墓地の霊廟（Mausoleum）に眠っている。（以上は主としてNeueDeutsche

Biographie及びDeutscheBiographischeEnzyklpadieに拠った)。
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－６２－（192）熊本学園大学論集『総合科学」第16巻第２号（通巻32号）

『統計集誌』への寄稿

『国家経済論』の翻訳は本務である日本鉄道会社の仕事の間になされたが，そ

れと並んで依田は『『統計集誌』への寄稿も忘れていない。

まず第200号（明治31年２月）に載った「北米合衆国及加奈太地方製茶輸入表」

を見てみよう。依田は前書きで，この表は製茶貿易のためにしばしば米国に渡航

している三重県の茶業家駒田彦之丞が採集調査したものであると断った上で，次

のように述べている。
つ

「本表ニヨレノ<我邦輸出品中二於テ製茶ガ生糸二亜ギ其第二二位スルハー朝夕

ノ故二非ズ実二安政元年我国卜北米合衆国トノ間二和親条約ノ締結セラレシ以来

米国ノ市場二於テ早ク既二貿易品ノー部ヲ占メタルニ由ルコトヲ知ル」

この表は安政６年（1859）から明治28年（1895）までの間に米国とカナダに
ウーロン

輸入された「支】Ⅱ録茶」「日本茶」「烏龍及紅茶」の年度ごとの量及びその合計を

ポンド（１ポンドは百二十匁との注記がある）で示したものである。依田が指摘

するように安政６年に「日本茶」は36,5304ポンドに留まっていたが（シナ緑

茶は1786,9317ポンド)，明治に入ると急増加し，最も多い明治24年（1891）には

4893,8000ポンドを記録し（シナ緑茶は1718,5000ポンド)，全体の約半分を占め

ている。当時は周知のように欧米でジヤポニズムが全盛で，その影響で米国やカ

ナダで日本茶が好まれていたことを示す興味ある統計である。

次に依田は同誌203号(明治31年５月）に｢現住死亡者年齢別｣(明治二十九年中）

を発表した。これにはかなり長い前書きがあり，おおよそ次のように述べている。

「我が国の老壮幼各年齢の死亡者の調査は明治１７，８年頃内務省で初めて着手

し，今日に至っているが，この調べは各市町村がその市町村に居住する者が死亡

する毎に発行する埋火葬証によって計算したもので，人口に関する統計中では比

較的正確である。だが計算の方法，記入法が「カルタ」式記入法に依らず，かつ

その整理も府県庁に委任し，府県庁はこれを市町村に委任して当たらせ，中央に

おいてただその記入した表を集計するに過ぎないので確実でなく，遺憾である。

さて本表によれば，老壮幼各年齢間の死亡は５年（才）未満が最多で，その次が
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『国家経済論』（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（193）－６３－

70年前後である。だがこれはただ実数の多寡を言うのであって真にこれらの年齢

における死亡が各年齢に比べて多数とは断定はできない。日本にはまだ国勢調査

が行われていないので現住人口という調査があっても確実な人口調査ではない。

不穏当な点があるにもかかわらず，この表を各年齢毎に異なる本籍人口に対比

してその割合を表示した。完全な割合は将来国勢調査が行われた後に知ることに

なるだろう｡」（要旨）

だがこの表を見ると相当苦心の末になったように思える。年齢を１年から107

年に分け，さらに年齢不詳，在監人まで含め，それぞれ男女の死亡者の実数とそ

の合計を記し，その下方に「各年齢生存者千二対スル死亡者」として男女それぞ

れの数とその合計を記している。例えば，年齢70年については，死亡者の実数

を男6197,女5604,合計1,1801,生存者千人に対する死亡者につては男71.3,女

57.1,合計63.8となっている。確かにこの表は明治29年（1896）についてだけで

あり，また依田自身が認めているように当時はまだ国勢調査が行われいない時

であり正確さの点で問題があった。だが，それでもいち早くこうした統計表を作

成した依田の功績は評価してよいであろう。

依田は『統計集誌』へのこうした寄稿のほかにこの時期東京統計協会の会合

にもしばしば出席している。明治30年１月20日，京橋区山城町における東京統計

協会の第19回総会に出席し20)，報告員を指名依嘱された。その後同年５月５日の統

計協会の定期会及び，同月28日の統計家懇話会（麹町区富士見軒）に出席した21)。

明治31年には２月５日の東京統計協会総会及び旧正副会長慰労会（京橋区山城町

同会々同)22)及び７月９日の同協会定期会にそれぞれ出席した23)。こうした事実

から彼は熱心な会員であったと言ってよい。

死去

依田昌言は明治34年（1901）１月２日死去した。依田は前年５月14日，米国

視察を命じられた統計局審議官呉文聡のために富士見軒（九段下）で開かれた送

別会に出席した24)。そしてまた旧臘25日，米国視察から帰国した呉文聡及び統計

(27）
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学研究のための欧州留学から帰国した伯爵柳沢保恵のために，同じく富士見軒で

開かれた慰労会に出席したほどであったが，かねて患っていた心臓病が俄然危篤

に陥り遂に死去したという。

依田の死は彼を知る者には大きな驚きだった。『統計集誌』第238号（明治34年

１月発行）の「雑記」欄に次のような死亡広告が載った。

●依田昌言君同君が東京統計協会創立の際専ら統計集誌の編纂に尽力せら

れ今に至るも同会常議員として統計思想の普及に胆勉せられたるは会員諸君

の夙に知了せらる坐所なるが（中略）旧臘廿五日，呉，柳沢両君の慰労会に

列席せられたる程なるに拘らず予て患へ居られたる心臓病俄然危篤に陥り遂

に新年二日を以て易寶せられたるの計音に接しぬ瑳如露亦如電！

同誌上ではさらに渡辺洪基の名で遺族宛に弔辞が送られた。

本会常議員依田昌言君本会創立以来多年本会ノ為メ尽力少

ナカラス今ヤ其計音二接シ宴二悼』借ノ至二堪エス本会ノ決

議ニ依り蓮二吊詞ヲ呈ス

明治三十四年一月二十二日

東京統計協会々長渡辺洪基

故依田昌言君

御遺族中

また無二の親友であった呉文聡は依田が亡くなると，直ちに１月５日付で「吊

依田昌言君」を草し，同じ号に寄せた。これは依田の生涯と人となりを記し，そ

の死をを深く`悼んだもので最後は次の言葉で終わっている。

不肖文聡，君ノ知ヲ辱フスルヲ以テ，涙ヲ樟テ此二不文ヲ願ミス其知ル
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｢国家経済論」（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（195）－６５－

所ヲ記シ，以テ我ガ統計集誌二送ルト云う，

明治三十四年一月五日涙ヲ樟テ之ヲ記ス時二寒雨藷々トシテ書屋暗謄タリ

依田の死に強い衝撃を受け深く落胆した様子が窺える。本稿でしばしば引用し

た「依田昌言君小伝」は，この「吊依田昌言君」から上記の最後の言葉を削除し，

改題したもので，後に『工業的労働者問題」及び『工業的労働者問題最要』に収

録された。

『工業的労働者問題』の出版

Ｇ・シェーンベルク原著依田昌言・草鹿丁卯次郎共訳『工業的労働者問題』は

明治35年（1902）８月発行，経済雑誌社発行。四六判438頁。これは昌言の死後

に出版されたので奥付には依田友子とある。巻末に呉文聡による「本書刊行ノ由

来」と，これまで度々引用した「依田昌言君小伝」が付いている。

呉文聡は「本書刊行ノ由来」において次のように証言している。

依田昌言君ノ病二罹ルヤ数年二亘しり初ハ棲麻質斯ナラント云上後ハ走行性

神経痛ナラント云ヒシガ死二先ツ数月動脈瘤卜断定セラレヌ是ヨリ先キー年

君胸部二激痛ヲ覚工其堪工難キトキハ恰モ産婦ノ如ク衣衾ヲ積ミ終霄之二滝

リテ天明ヲ侍チシコト屡ナリキ其病状此/如キモ尚且其従事スル日本鉄道会

社二通勤スルコトヲ怠ラズ君当時上野花園町二寓シ其会社二出ルニサヘ山ヲ

越ユルヲ苦シトシ殊二山下ヲ廻リテ出勤セシヲ以テ其病ノ軽カラザリシヲ知

ルベシ然ルー夫人友子ノ請暇休養センコトヲ勧ムルニ遭上則チ曰ク余ガ病ニ

シテ若シ癒ユベクンバ静養快復シテ又事二従フベシ已二不治ノ症タルヲ知ル

ー日存スレバー日社会二対スル責アリト余座二在り之ヲ聴キ涙/襟ヲ渥スヲ

覚エズ而シテ君ガ贄ヲ易フルノ前数日尚時々翰ヲ染メテ添削セシ原稿ハ則チ

此書ナリ鳴呼君ガ晩年奮発刻苦シテ其器ヲ利セシモノハ他日将サニ大二世二

利スル所アリシコトヲ期セシヤ明ナリ然ルー今ヤ忽焉トシテ逝キ遣ス所唯此
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一書ノミ君ガ心血ヲ注ギシ所余輩之ヲ筐底二埋没スルニ忍ビズ依テ君ガ知人

二請上建碑二代ヘテ之ヲ刊行ス其国家社会二稗益スルハ余輩ノ堅ク保証スル

所ニシテ又君ガ地下二満足セラルム所ナルベシ

明治三十五年七月呉文聡

依田はこの書が将来の日本のために大いに利することがあると信じ，病苦と闘

いながら死の数日前まで訳稿を添削していたが，その出版を見ずして忽然と世を

去った。依田が心血を注いだ原稿がそのまま筐底に埋もれてしまうのを残念に

思った呉は，それを世に出すために努力を惜しまなかった。筆者はこれを読んで

呉の依田に対する友!清の篤さに感動した。

呉は「知人二請上建碑二代ヘテ之ヲ刊行ス」と述べているが，出版費用のこと

で後藤新平に支援を求めたようだ。呉建の『呉文聡』（大正９年）には「男爵後

藤新平氏談」（大正九年四月二十三日）が収められているが，その中で呉建と後

藤の間で依田について次のような会話が交わされている。（同書198-99頁）

○建依田昌言と云ふ人のことに付いて，閣下の御承知になって居られるこ

とを伺ひたし]。

○後藤氏依田昌言は同僚であった，老人であった。独りでドイツ学をやった，

根のよい人で，硬骨な，学術に熱心な，流行の学問をして一割取らうと云ふ

方に反対の人であった。あの人の甥かに陸軍の少将になった人があったと恩

ふ゜非常に勉強家であった。

○建依田さんが何か翻訳して，それに付いて閣下が出版の費用を御助けに

なったやうに承はりましたが…。

○後藤氏今，忘れたが，ドイツの経済学者の何とか云ふ人の本だった。依田

がそれを翻訳したが，出版する費用が無い。あなたの御父さんが，それを出

版する費用を出して遣らぬかと云って来られたので，私が出して遣った。

○建有難かったと云ふことを承はったことが御座いました。
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Ⅱ国家経済論』（Ｇ・シェーンベルク）訳者依田昌言（197）－６７－

○後藤氏謂はゆる乾燥学術の書物であるから，右から左に売れて儲かる本

ではないが，依田の労を空しうするのは遺憾だと思ったから，自分は金が無

かったが都合して遣った。

○建依田昌言の墓の脇に碑を建てたいと言って尽力した者がありました

が，父はそんなものを栫へるよりは本を出版する方が宜いと言ひました

が，さて出版することとなったら，金が無いと云ふことの話を，部屋に居

て聴いたことが御座いました。

○後藤氏あなたの御父さんが，あのことに付いて私の処へ来たのだ｡それで，

私が金を栫へて遣ったのだ。版にしたところが売れる本では無いが，やって

置かなければならぬものだと思ったから，仲間に借りて出版させたのだ。

○建御忙しいところを……有難う御座いました。

几靴・緬勾鞠箙■熟議」側）Ｌ
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東京鯉濟雛髄繧霧行一
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依田昌言肖像

(「工業的労働者問題」）
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呉建の『呉文聡」には次の－－節もある。

「○父の親しくして居た人に依田昌言と云ふ人がありましたが，其の人の死後，

記念碑を建てると云ふ企てがあると云ふごとで，依田氏の未亡人が来て父に相談

したことがありました。其のとき父は『墓と云ふものは子孫が栄へて行けば香華

が絶えない，仮令ひ小さな墓でも残って行くが。若し子孫が栄へて行かなかった

ら，ドンな大きな墓でも，百年かそこいら経てば分らなくなって仕舞ふ。それゆ

え学問でもやって居る人であったら，大きな記念碑を建てるよりは。其の人が生

前やって居た仕事を永久に記念するやうに．其の著述でも出版する方が宜い』と

言ったことがある。さうして依田氏が訳しかけて居た何とか云ふ書物を完成させ

たことがありました。それを訳すことに付いては横山さん25)なども関係して居た

と恩ひます｡」（同書260-61頁）

これによって『工業的労働者問題」は呉文聡に頼まれて出版費用を出してやっ

たのが後藤新平であったことが分かる。後藤が依田のことを同僚であったと語っ

ているのは．内務省時代の指しているのであろう。

さて「工業的労働者問題」の目次構成は次の通りである。

第壱労働者問題（社会問題）総論 1

1

12

５２

61

142

43月

第一論題

第二社会政策的方針

第弐工業的労働者問題

第一弊態

第二改良

第参小工業に於ける労働者問題

本書には原著に関する具体的情報は見られない。ただ前書きに「本書ノ原著
ｱ

ﾉﾐ氏力独逸二於テ著名ナル経済学者卜習上計り各専門二就キ著述ヲ為シ之ヲ
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『国家経済論』（Ｇ・シェーンベルク）訳者依田昌言（199）－６９－

総括シ其名称ヲ冠シテ世二公二セシモノニシテ経済書中浩潮精密其右二出ツ

ルモノナシト云う以テ信拠スヘキノ書ナルヲ知ルベシ」とある。これは国

会図書館所蔵のシェーンベルクもその共著者の一人である『Handbuchder

politischenOekonomie』1（全３巻)を指しているようだ26)。その第２春

にシェーンベルク箸「DiegewerblicheArbeiterfrage」が収録されている。

訳書『工業的労働者問題』と同じく３章立てで（各章内の項目数は異なって

いる）各章のタイトルの意味はほぼ一致している。

ここではその原著の目次の部分を紹介する。（－部項目を省略した）

ＸＸⅡGewerbe．ⅡTeilDiegewerblicheArbeiterfrage・Ｖｏｎ

Ｇ.ｖ・Sch6nberg

Seite

LDieArbeiterfragｅ，,socialeFrageimAllgemeinen………l

DasProblemLDiesocialpolitischenRichtungen5，（Ｄieindividualis-

tischeRichtung，Manchesterdoktorin7・DiesocialistischeRichtung9

DiesocialreformatorischeRichtungl5）DiepraktischeL6seungl9

ⅡDieindustrielleArbeiterfrage･………･……………･……………２１

GeschichtederFrage21・Gegenstandderselben28、

1．DieUbelstande…..…………………………………･…………２４

Die6konomischen,materiellenUebelstande25.（DieEinkommensver-

haltnisse25・DieArbeitzeit35・ＤｉeArtderBescMftigung40・Ueber-

maBigeAbhangigkeitvondenArbeitgebern43・DieArbeiterwoh-

nungeM4､DieAusgabenwirtschaftderArbeitｅｒ４９.）Diemorarischen

Uebelstande51．（DieUebelstandebeiLohnarbeiern51．［DieUebel-

standeinArbeiterfamilien51、WeitereUebelstandebeimannlichen

Arbeitern55・UebelstandebeiunverheiratetenArbeiterrinnen56.］Die

UebelstandeinandernGesellschaftsklassen57.）
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－７０－（200）熊本学園大学論集『総合科学』第16巻第２号（通巻32号）

２．DiesocialeReform･………………･…………………………･…５８

DieReformmaBregeln58（下略）

Ⅲ、DieArbeiterfrageimKlein-undMittelgewerbe、 １８６

訳書では原著ほぼ全部を訳出してあるが，項目によっては翻訳されていないも

のもある。それについては後述する『工業的労働者問題撮要』に項目が挙げてあ

る。

ここで参考までに訳文の例を「第弐工業的労働者問題」（ⅡDie

industrielleArbeiterfrage)の冒頭部分から引用して，原文とともに示したい。

第十四章工業的労働者問題は第十九世紀の初期以来存在し，而して英国に

於て始めて社会問題となりしなり

工業の未だ手工業たりし間は工業は小営業及中営業に限り，職工及領袖も亦

手工職人にして，其企業者の所得は重に労働に対する収穫なりき，当時同業

組合制の主なる目的は，大営業の発達を妨害するにありたり，成長せし徒

弟（ゲゼルレン）は初めには（フランデルン及ブラバントの諸市，其他二三

地方の反物羊糸工場に於けるを除き）其数実に僅少にして皆頭領の一家一族

に属せり，此徒弟なる者は同業組合制旺盛の時代に於ては唯頭領の地位に昇

るの前提通路たるに過ぎず，而して普通相当にして才智ある者は皆頭領に達

するを得たり，然るに同業組合制の衰退以後は頭領となること以前よりも難

く，且つ徒弟なる地位は職人の或る部分に於ては其終身的地位となれり，

§１４DieindustrielleArbeiterfrageexistiertseitdemAnfangdesl9

JahrhundertsundwurdezuerstinEnglandzueinemsocialenProb-

lem・

SolangediegewerblichenUnternehmungenHandwerksunterneh-

mungenwaren,warderGewerbebetriebKlein-undMittelbetriebauch

dieHandwerksmeisterwarenHandarbeiter,ihrUnternehmereinkommen
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『国家経済論』（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（201）－７１－

warwesentlichArbeitsertrag；einHauptzweckdesZunftwesens

war，dieEntwicklungdesGroBbetriebszuverhindern・Erwachsene

Hilfspersonen（Gesellen）warenanfangs（ausgenommeninderTuch-

undWollmanufaktureinzelnerGegenden，Ｚ・Bindenflandrischen

undbrabantischenStadten）nuringanzgeringerZeitvorhandenｕｎｄ

ｓｉｅｇｅｈ６ｒｔｅｎｚｕｍＨａｕｓｅｕｎｄｚｕｒＦａmiliedesMeisters､DasGesellentum

warinderBlUtezeitdesZunftwesensnureineVor-undDurchgangsstufe

zurMeisterschaft，diejederordentlichetUchtigeMenscherlangen

konnteSeitderEntartungdesZunftwesenswurdeesschwererwie

frUherMeisterzuwerden，dasGesellentumwurdenunfUreinenTeil

derGeseUenzurLebensfUhrung・

友人の呉文聡は『工業的労働者問題』が大著であるのでその要点を抄録した『工

業的労働者問題撮要」（依田昌言訳，経済雑誌社，明治35年12月発行，全89頁）

を編んだ。タイトルページに草鹿の名はない。呉は前書きで「今ヤエ場法案ノ要

領出テ其利害ヲ論スル者日二多シ蓋シ訳者ノ意此時ヲ以テ国家社会二資スルアラ

ントスルー在ルヤ明ケシ工業的労働者問題ノ書ハ元ヨリ善ク備レリト錐モ頁数多

大ニシテー見其梗概ヲ知ルー便ナラス此二其要点ヲ抄録シテエ業的労働者問題撮

要卜名ケ之ヲ公ニス亦以テ本意二反カサルヲ信スレハナリ」と述べている。『工

業的労働者問題』において訳されなかった項目もこの『撮要」にはタイトルだけ

だが挙げてある。さらに呉の「依田昌言君小伝」と「依田昌言肖像」は再録され

ている。呉は最後まで依田のために尽くしているのである。

この２書の奥付には発行者として依田友子の名が記されているが，昌言の妻・

登茂はその戒名が「友山貞道大姉」となっているので恐らく登茂と友子は同一人

物であると思われる。

人となり及び墓所

呉は依田の人となりについて，こう述べている。
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－７２－（202）熊本学園大学論集『総合科学」第16巻第２号（通巻32号）

「君人トナリ寛厚淡白自身ヲ処スル方正心ヲ持スル公正学ヲ好ミ友ヲ重ンシ又
あた

常識二富ミ時弊を洞観シ議論適切ニシテ肯繁二中ﾉﾚ交友頗ル広ク平田東助君後

藤新平渡辺国武君27)ノ知ヲ得テ其ノ愛重スル所トナル（中略）君ノ如キハ日本国

ノー紳士トシテ恥チザル学誠志操ヲ得ン卜欲シテ皆之ヲ得タルモノト謂フベシ

(｢依田昌言君小伝｣)」

また，依田は『統計集誌川学友会雑誌｣及び独逸構文会の｢講本｣などの発行人・

編集人を務めていることを見ても，世話好きで事務的才能もあり人々の信頼が厚

かったことが分かる。これは彼が独逸学協会学校では同級生に比べて晩学の年長

者であったことも関係があろう。

墓は東京四谷の笹寺（曹洞宗）の依田家の墓（五輪塔）にある。戒名は悟山賢

道居士。昌言には子がなく，妻・登茂（友子）が夫の死後依田家を相続したが大

正９年（1920）９月１５日物故。戒名・友山貞道大姉。それに伴い昌号の弟で昌

熾（昌言の兄）の二男の光二（海軍軍人）が相続した。

草鹿Ｔ卯次郎小伝一結びにかえて

最後に，『国家経済論』では校閲者として，また『工業的労働者問題』では共

訳者として名を連ねている草鹿丁卯次郎（くさか.ちょうじるう）の小伝を記し

ておきたい。だがその前に，なぜ草鹿の名が冠せられているのか。結論から言っ

て，これは出版社の意向でそういうことになったのであって，実際には彼は深く

は係わっていないのでないかと思う。なぜなら依田自身は勿論，また依田の小伝

を書いた呉文聡もその中では草鹿には全く言及していないからである。『工業的

労働者問題』の場合，既に亡くなった依田に代わって草鹿が序文なり後書きを書

くのが自然のように思われるが，それはない。奥付にも彼の名前はない。だが出

版社としてはドイツ留学から帰国してまもない新進のドイツ学者で，一般的には

依田よりも知名度があり，また独逸学協会学校専修科時代の依田の師でもあった

ドクトル草鹿丁卯次郎の名前を付けることを希望したのであろう。今ではその草

鹿についても語られることは少ない。
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｢国家経済論」（Ｇ・シェーンベルク）訳者依田昌言（203）－７３－

草鹿丁卯次郎は履歴書28)によると，慶応３年（1867）２月28日，加賀国旧大聖

寺に生まれた。父は大聖寺藩の藩士草鹿泰仲で丁卯次郎はその二男であった。明

治11年（1878）１１月その－族である草鹿瓊の嗣子となった。

丁卯次郎は明治13年（1880）９月，旧東京外国語学校独逸語学科に入学し，明

治17年７月，同科を卒業した。中退者が多かった中にあって独語科を卒業してい

る事実から判断して，この時点で彼は既に高度のドイツ語の学力を身につけてい

たと考えていい。この時彼とともに同科を卒業した人に内田嘉三，山口小太郎，

巌谷孫蔵，舟橋重藏など後年ドイツ語学者として縦横の活躍をした人，或いはド

イツ語や独逸書を基として自己の学問を形成していった人や仕事にそれを活用し

た人がいた。

翌明治18年学習院助教となり，翌年『独逸会話篇』（須原鉄二刊）などを著し

たが，同20年３月辞職し，自費で独逸に留学し，イェーナ大学において財政学

(Kameralistik)及び哲学を専攻した。一時ライプツィヒ大学に転学したが，ま

たイェーナ大学に戻り，1890年（明治23）卒業して論文「日本の貨幣制度」（Das

japanischeGeldwesen)を提出して同年６月ドクトル・フィロソフィエ（哲学

博士）の学位を授与された。主査は財政学教授ユリウス・ピアシュトルフ教授

(JuliusPiestorff）であった。その後米国にも学び1892年（明治25）帰国，独逸

学協会学校専修科講師となった。この頃，専修科の学生であった依田昌言と相

知ったと思われる。なお，この時期草鹿は『国家学会雑誌」にカール・マルクス

やフェルデイナンド・ラッサールなどドイツ社会主義の沿革に関する先駆的論文

を数編寄稿している29)。次いで同28年８月山口高等学校教務嘱託となったが，そ

こでは三竹欣五郎（独語)，西田幾多郎（英語，独語）と親交があった。明治３１

年金沢の第四高等学校講師嘱託に転じ，石川県農工銀行支配人を兼ねた。この間

四高の傭外国人教師エミール・ユンケル（EmilJunker）と親しく交流した。同

34年招かれて株式会社鴻池銀行金沢支店長に挙げられ，同時に同年７月，四高講

師を辞した。その後鴻池銀行金沢支店長在職３年にして住友倉庫本店に入りその

支配人となり，大阪倉庫界の発展に尽くした。この間明治38年には『倉庫証券
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－７４－（204）熊本学園大学論集「総合科学』第１６巻第２号（通巻32号）

論』（フォン・コスタメッキ原著）を翻訳し吉川弘文館より上梓した。その後住

友総本店理事を経て，最後は住友銀行監査役及び住友倉庫株式会社取締役を務め

た。昭和６年（1931）４月24日物故。享年65．戒名は南東院清風宗圓居士。墓

は京都市右京区龍安寺衣笠下町29の仙寿院にある。墓碑銘「草鹿家之墓｣。因み

に実兄の草鹿甲子太郎（くさか．きれたろう，1864-1927）は神戸市法曹界の

長老で，政友会代議士としても知られた人物であり，また，昭和16年第一航空艦

隊参謀長となり，南雲忠一司令長官のもとで真珠湾奇襲作戦に当たった草鹿龍之

介（1892-1971）は長男である。

注

１）実際に昌今が生まれたのは江戸八丁堀の浜町の細川藩邸においてであった。（依田昌直氏の

教示による）

２）昭和３年９月６日付『九州日日新聞」に「依田昌今氏・東京で逝く」と題して載った。

３）ＲｕｄｏｌｆＨａｒｔｍａｎｎ：ＪａｐａｎｉｓｃｈｅＳｔｕｄｅｎｔｅｎａｎｄｅｕｔｓｃｈｅｎUniversitatenund

Hochschulen(1868-1914)によると，依田昌今は1893年から94年に至る冬学期をベルリン大

学で法律を学んだ。同書224頁。

４）江口村太「人物月旦熊本管見」（大正６年）１０頁。

５）この問題について『日本の歴代市長』（第３巻）は次のように記している。「大正六年，先

に決定をみた上下水道布設計画の原案が，鉄材騰費のため，という理由で工事認可取り下

げとなった。ここに市側と議員の間に対立が起こったが，市当局は，水道施設の事務を取

り扱う水道課を新設，同年八月に認可がおりた｡」同書647頁。

６）呉文聡の「依田昌言君小伝」は最初『統計集誌』第238号（明治34年１月）「雑記」欄に「吊

依田昌言君」と題して発表されたが，その後「依田昌言君小伝」と改題し『工業的労働者

問題』及び『工業的労働者問題撮要」に収録された。約2,800字の短いものだが依田に関す

る殆ど唯一の研究文献である。

７）呉建「呉文聡｣。181-82頁。

８）『林学協会集誌」第３号（明治14年11月５日発行）の「雑報」欄に新会員として「熊本県・

依田昌言」の名が見える。

９）『日本の歴代知事」（第３巻の下）141頁。

10）『ウィキペディア（Wikipedia)』より「日下義雄」

11）「表」では明治12年の輸入元価は172,6678円，同６年のそれは196,1972円と記入されている。

12）『衆議院議員候補者列伝』第二編，明治23年1,030頁。
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｢国家経済論』（Ｇ・シエーンベルク）訳者依田昌言（205）－７５－

１３）中村健一郎「専修科十年の概署史」（｢独逸学協会学校五十年史」昭和８年）

14）「燭協学園史資料集成」122頁。

15）具体的には講本は１－８号及び'1-12号(1891-1902)が国立国会図書館に所蔵されている。

16）「独逸講文会入会者一覧」（『独協百年」第四号，燭協学園，昭和55年）

17）『燭協学園史資料集成」125頁。

18）ハンス・フォン・シェール（1839-1901）ドイツの統計学者，経済学者。ハレ大学講師。

ヒルデブラントの助手として統計局勤務（68)，ブロスカウ農業専門学校で経済学を講じ

（69-71)，次いでベルリン大学政治学教授（71-77)，ドイツ統計局に入り（77)，その長官

となる。経済統計，労働統計，犯罪統計の整備に貢献した。（岩波『西洋人名辞典』増補版

による）

１９）チュービンゲン大学図書館（UBTUbingen）所蔵のＧ・シェーンベルク肖像写真の請求

番号はそれぞれ下記の通り。

①ＬＸＶ４８３－２,Ｎｒ７４(Schoenberg-qsutavOLtif）

②ＬＸＶ６ｑ４ＰＡ(Schoenberg-qsutavO2tif）

20）「統計集誌』第186号（明治30年１月）「雑記」欄。

21）「統計集誌』第191号（明治30年５月）「雑記」欄。

22）「統計集誌」第200号（明治31年２月）「雑記」欄。

23）『統計集誌」第206号（明治31年７月）「雑記」欄。

24）「統計集誌」第238号（明治34年１月）「雑記」欄。

25）横山雅男（1861-1943）：統計学者。

26）参考までに第３版と第４版の書誌事項を紹介する。

①HandbuchderpolitischenOekonomie／inVerbindungmitAuchenberger…[ｅｔ

ａｌルher9.vonGustavSchOnberg.．“3.Aufl…”HLaupp,’890-1891．

Ｂｄ､１，ｐｐ､1-68：lDieVolkswirtschaftslehre・ＶｏｎＧｖ・Sch6nberg．

②HandbuchderpolitischenOekonomie…her9.vonGustavSch6nberg..“4.Aufl…”

HLaupp，1896-18９８

Ｂｄ､１，ｐｐｌ－７６：lDieVolkswirtschaftslehre・ＶｏｎＧｖ・Sch6nberg、

27）渡辺国武（1846-1919）：大久保利通に登用される。官僚，政治家。伊藤内閣で大蔵大臣。

28）金沢大学資料館蔵。

29）草鹿は｢史伝」として「国家学会雑誌｣７４号(明治26年４月）・７７号（'可７月）に「カルマルッ

クス」及び79号（同９月）・８２号（同12月）に「フェルジナンド，ラッサル」をそれぞれ寄

稿している。

附記：本稿の執筆に際して依田昌直氏（米国ラスベガス市在住）から種々ご教示を頂いた。ま

た資料調査に関して国立国会図書館主題'情報部参考企画課にお世話になった。Ｇ・シェーンベ

(39）



－７６－（206）熊本学園大学論集『総合科学」第16巻第２号（通巻32号）

ルクの肖像写真を快く提供されたチュービンゲン大学図書館のウルリケ・メーリンガー（Ulrike

Mehringer）嬢にも謝意を表したい。

(40）
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